
クリーンストッカー

CKG

施工完了後に

■ボルト、ナットの締め付けを点検してください。
■施工上の汚れ、モルタルの付着があればきれいに拭き取ってください。
■施工上の傷、塗膜のはがれは、タッチアップ塗料（市販品又は、当社で別途用意してあるもの）
できれいに仕上げてください。

施工説明書



柱の据付
アンカータイプ（基本セット）

【片引戸タイプ】
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■ 柱の位置
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■ アンカー工事ができない設置場所の場合

柱の取付

アンカーベースは各柱に取付けてください。
ナットは仮締めしておいてください。

※右の図は片引戸が右吊元の場合です。
左吊元は吊元柱、戸当り柱を左右入れ替えてください。

【片引戸タイプ】 【引分戸タイプ】

アンカー部に独立基礎を施工し、アンカー固定してください。

独立基礎サイズ：□300mm×600mm、□180mm×450mm

基礎深さ450以上

基礎深さ600以上
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弊社のクリーンストッカーは簡易型ストッカーです。

物置以外のご使用は事故につながる恐れがありますので、次の点にご注意いただき、正しいご使用を

お願いいたします。

 屋上、高地、風の強い特殊な地域、積雪地域、過酷な条件下でのご使用につきましては、必ず

弊社までご相談いただき、正しく安全にご使用ください。

 クリーンストッカーに他の付属品(看板、目隠し板など）は取り付けないでください。

他の付属品を取り付ける必要がある場合は、ご要望に応じ別途、特別仕様設計をいたします。

必ず弊社にご相談ください。

 クリーンストッカーに寄りかかったり、揺すったり、ボールなどをぶつける行為は製品の変形や事故につ

ながる恐れがありますのでお避けください。

 門扉を開閉する場合は、必ず前後・左右の安全を確認しておこなってください。

 門扉に乗ったり、揺すったり、寄りかかったり、物を載せたりしないでください。

 普段、出入りなどに使用されない場合は、必ず施錠しておいてください。また、落とし棒は、ご使用

の開閉以外は落としておいてください。

 門扉の周辺での遊びはケガや事故の原因になる恐れがあります。正しく開閉して正しく出入りしてい

ただきますようお願いいたします。

 屋根に乗ったり、柱にぶら下がったりしないでください。また屋根に物を載せないでください。

 積雪時は20㎝の積雪を超えないうちに必ず雪おろしをおこなってください。

（積雪比重0.3t/㎥の場合です）

地域気象条件により、積雪比重は異なりますのでご注意ください。

 海岸地帯や重工業地帯などの過酷な条件下でのご使用にあたりましては、塩害などによる品質問

題が生じる場合がありますので、弊社までお問い合わせください。

その他、クリーンストッカーに関しまして、ご不明な点がございましたら、各地区の弊社営業担当者が

対応させていただきます。何なりとお問い合わせ、お申し付けいただきますようお願いいたします。

安全にご使用いただ くための注意点

末永く安全にご使用いただくため、次の点に特にご注意ください。


